
第三十九巻　　第三珊

　　第四百四十九號
　昭和三十二年一月二十印後行

閥
禰
二
十
賦
年
穴
月
一
日
蓮
鞭
婿
特
別
援
歌
紹
雑
誌
驚
欝
玉
［
嵩
蟹

［
禰
ヨ
幸
二
年
一
月
十
玉
日
邸
刷
　
（
蝿
月
一
回
襲
行
）

新
論
外
難
燃
誌
所
載
論
文
一
鷺

彙

報

ジ
チ
ュ
μ
の
慣
値
到
断
の
問
題
性
・
：
：
：
・
森
田
雄
三
郎
．

論
理
學
研
究
の
一
課
題
・
：
：
：
：
：
：
：
・
上
　
・
田
　
春

ギ
リ
シ
ア
人
と
歴
史

田
中
美
知
太
郎

昏露ρ許
ぎ

・
ガ
冨す

月
教

京都大學文學部内
　京都哲學會



京
．
都
哲
空
嘆
規
約

｝
、
本
命
臓
は
当
山
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
呼
て
の
薯
【
及
を
圏
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

｝
、
右
の
臼
…
酌
の
た
め
に
孜
の
臨
・
業
を
押
膏
・
り

の
　
毎
月
一
隅
研
－
究
會
を
聡
く

つ
　
毎
年
公
…
開
講
演
會
を
鰻
く

剛
管
局
「
蓬
研
窪
を
馨
す
る

一
、
本
・
曾
の
購
鼎
粟
を
趣
行
ず
る
た
め
に
委
庸
輿
若
干
名
を
お
く
、

委
畠
バ
は
京
都
大
學
強
磁
科
敏
ぬ
昌
及
び
委
員
愈
【
に
お
い
で
推
薦

し
た
者
に
婆
囑
す
る

一
、
本
暫
は
魯
員
緯
織
と
し
、
魯
賃
に
は
費
格
の
制
限
を
設
け

な
い
、
學
校
・
麟
山
日
日
・
其
他
の
魍
髄
は
園
髄
の
名
を
以
て

入
擁
す
る
こ
と
も
で
嚢
る

一
、
　
會
昌
ハ
は
禽
H
晶
賀
と
し
て
年
　
、
　
一
　
二
〇
圓
、
　
叉
は
牟
年
六
｛

○
照
　
を
前
納
す
る

一
、
禽
巳
興
は
曾
麺
曜
の
配
衣
を
受
け
、
禽
M
肋
㎜
に
豫
告
す
る
諸
種
の

行
事
に
禺
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
禽
は
事
務
所
を
京
都
大
學
丈
學
部
内
に
お
く

一
、
本
曾
規
約
の
改
正
墾
更
は
委
員
會
の
決
議
に
よ
る
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暫
墨
欝
究
　
　
勢
門
．
檎
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九
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二
四
ハ

O
属
陣
O
コ
　
鋤
び
①
憎
匂
二
一
O
財
　
＝
鐸
低
　
鶴
び
Φ
憎
。
ほ
⑦
一
喫
O
¢
コ
隠
臨
酔
撞
の
一
び
蒙
ゆ
戦
押
ゆ
一
同
N
環
　
ヴ
同
，
岡
コ
α
q
①
降
願
ζ
昌
匹
　
鵠
Φ
凶
α
q
ぼ
鳥
9
β
q
駐
ω
Φ
一
σ
O
　
　
　
一
昌
　
o
ワ
Φ
日
常
の
鴨
じ
ゴ
Φ
ω
O
ゴ
搬
鋒
欝
評
〔
び
①
謬
9
0
＝
沖

と
共
に
讃
み
、
更
に
塵
①
監
O
o
鉱
鋤
鷺
畠
と
α
餌
ω
》
一
図
Φ
旨
冒
Φ
．
と
に
つ
い
て
は
、

】）

@
”
，
（
｝
①
伽
餌
鵠
貯
O
納
ω
け
山
P
ω
》
臨
α
q
Φ
一
5
①
幽
昌
①
ψ
（
駕
⑦
○
帥
帥
け
二
日
騎
M
創
一
〇
欝
一
〇
げ
瞥
ω
ユ
ユ
）
戸
〔
課
Φ
ω
一
〇
ず
ω
Φ
＝
）
ω
酔
ぴ
q
一
〇
剛
O
ず
ヴ
一
①
凶
σ
r
ω
．
一
一
c
c

か
ら
狸
解
す
べ
き
で
あ
ら
弓
。
こ
の
否
定
的
な
醗
只
愚
に
凝
し
て
、
背
定
穣
蝉
．
と
し
て
の
雄
h
遍
に
つ
い
ぱ
、
は
、
嗣
じ
頁
の

蒙
Φ
申
冨
毒
ヨ
る
　
良
Φ
α
2
μ
冨
邑
①
〉
誌
熟
§
α
窺
紆
。
。
Q
。
。
一
曇
霞
蝕
④
2
巴
㊦
F
O
⑦
｝
Ψ
霞
霧
葎
8
Φ
ぎ
2
，
器
二
。
コ
Ω
婁
聾
§
島
薯
餌
噌

㊦曲

Y
①
　
，
ず
α
疑
㊦
桟
①
コ
　
（
｝
Φ
①
片
9
一
巨

を
讃
む
べ
・
き
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肇
費
京
都
大
學
文
墨
都
〔
西
洋
哲
學
史
・
古
代
ロ
敢
授
）

前號疑次

．
天
王
地
下
を
封
置
す
る

　
他
界
醗
く
．
取
成
立

脚
隔
と
人
賜
の
奉
質
（
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
ペ
ン
タ
ム
の
垂
雪
の
概
念
に
つ
い
て
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
於
け
る

宗
教
典
買
存
　
　
　
，
．
．
，
。
．
．
．

糊
瀬

麩

爾

）
・
…
：
・
：
・
田
隈
畑

豊

安
本

行

難

癬
鵠
侶
外
國
難
瓢
鱒
所
戦
驚
丈
一
覧



　
　
ら
ヘ
ル
「
、
ン
…
…
至
為
流
れ
、
帥
・
ち
い
わ
ゆ
る
サ
テ
ユ
ル
學
派
は
万
代
紳
魚
苧
拠
に
お
け
る
迂
隅
．
灰
動
で
あ
み
、
て
、
麹
鰯
的
蝿
頭
Ψ
と
は
云
え
な
い
と
批
判
ド

　
　
し
て
い
る
（
巖
’
し
d
9
δ
嵩
げ
℃
U
δ
賢
「
O
梓
①
ω
汁
讐
μ
甑
ω
O
げ
O
弓
ず
㊦
O
ざ
α
q
剛
O
高
垣
回
り
H
巴
環
び
口
鶴
鳥
Φ
二
”
鱒
跨
ぬ
・
日
り
切
卜
。
℃
Q
ウ
．
昏
。
刈
卜
σ
鯵
b
Ω
刈
恥
層
切
⑩
G
Q
）
。
正
統
主
義
と
し

　
　
て
は
、
こ
の
批
蠣
は
當
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
救
濟
論
的
立
．
場
或
い
は
自
然
紳
墨
の
問
題
論
か
ら
見
れ
ば
、
リ
チ
ュ
ル
及
び
リ
チ
ュ
ル
學
派

　
　
と
批
劉
主
義
哲
學
と
の
翻
係
、
ま
た
嫉
心
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
、
バ
ル
ト
と
は
黒
ハ
つ
た
風
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
解
し
て
は
結
庸
を
滲
照
。

（
4
）
　
ア
ル
ト
ハ
ウ
ス
も
ま
た
、
リ
チ
ュ
ル
の
「
交
わ
り
」
が
次
の
搬
を
見
落
し
て
い
る
こ
と
を
揃
摘
し
て
い
る
。
　
「
わ
れ
わ
れ
に
封
ず
る
紳
と
は
、
紳

　
　
が
わ
れ
わ
れ
を
自
分
の
た
め
に
欲
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
鞍
懸
の
慧
味
は
人
間
中
心
的
で
は
な
く
、
赫
中
心
的
畷
、
あ
る
。
そ
れ
散
、
輩
に

　
　
わ
れ
わ
れ
に
封
ず
る
紳
の
償
復
が
問
題
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
崇
拝
さ
れ
る
こ
と
を
欲
す
る
紳
が
闘
題
で
あ
り
、

　
　
し
た
が
っ
て
そ
の
赫
性
に
お
け
る
憩
自
身
が
㈹
題
で
あ
る
」
（
勺
●
》
耳
ゲ
餌
β
o
陰
撃
U
δ
O
げ
ユ
ω
二
一
〇
び
O
≦
親
ご
村
げ
Φ
搾
ω
》
典
H
①
蝋
b
o
層
ω
・
潔
O
）
。
こ
の
ア
ル

　
　
ト
ハ
ウ
ス
の
批
堀
は
滅
し
い
。
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筆
者
　
京
都
大
畢
文
學
邦
〔
塞
督
教
學
〕
大
學
院
學
歪
）

悪
の
問
題
と
心
身
關
係
：
：
：
：
：
：
良
工
　
　
藷
方
夫

次號論丈豫管

リ
雅
銚
の
弓
丈
完
）
…
…
森
墨
露

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ヅ
ォ
ル
フ
の
　
　
　
理
i

　
誓
學
堀
語
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
”
亦
ノ

ー
ヴ
ォ
ル
フ
の
酬
炎
、
其
の
一
1

竃

2e5

リ
チ
謡
ル
の
績
値
劉
糠
の
聞
題
性

六
五



會

皆

一
、
本
愈
は
凶
悪
組
織
と
し
會
員
に
は
賓
絡
ド
の
測
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
禽
希
望
の
方
は
京
都
窟
窓
京
筑
掛
中
西
浦
町
弘
女

幽
内
京
都
哲
畢
會
係
宛
に
規
定
の
禽
費
（
年
｝
、
一
コ
～
○
幽

門
は
牟
年
六
　
○
畷
）
を
お
携
込
下
さ
い

「
振
替
口
座
山
暴
都
一
九
五
五
山
ハ
番
　
轟
蝋
都
折
q
學
曾
」

一
、
愈
費
切
れ
一
の
揚
ム
興
は
封
織
に
日
「
晶
剛
金
切
」
の
印
力
鴇
捺
し
ま

す
か
ら
痕
ち
に
獅
抑
込
下
害
い
、
　
一
年
分
（
久
は
牟
年
分
〉

命
1
4
費
は
漂
廻
と
し
て
本
勲
鱒
⊥
丁
二
燈
（
叉
は
点
ハ
勝
）
　
の
逡
附
濟

を
以
・
て
煎
…
金
点
君
れ
と
し
、
命
樋
磯
倶
の
懸
酬
更
其
他
の
由
昂
櫨
弔
に
よ
る

過
不
足
は
一
年
（
叉
は
当
年
）
侮
に
精
算
し
ま
す

一
、
會
員
の
軸
筆
入
退
會
等
（
編
集
事
務
以
外
の
一
切
〉
の
事

溌
は
弘
丈
厳
内
京
都
誓
畢
禽
係
へ
御
魎
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
闘
す
る
樋
億
・
新
刊
書
・
寄
賂
雑
誌
勢
は

本
点
響
宛
に
獅
蓬
り
下
さ
いぬ暴

蘇都
都都
大正；哲

二巴

a至難
引縄

萄；害倉
角稽　田

昭
瀦
三
十
瓢
年
一
月
十
五
礒
印
棚

昭
利
三
ヤ
ニ
年
一
鑓
二
十
臼
蛮
行

　
　
　
　
編
集
人

登
行
入

印
二
人

印
脳
尊

詠
行
所

　倉株
　ぬべ　　　　　　　　　　　ゑ

　
　
　
註
文
規
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
蔚
の
御
越
女
及
び
廣
告
に
饗
す
る
件
は

「
弘
文
堂
」
へ
獅
中
込
下
さ
い

［
、
本
価
冊
の
御
計
瓢
久
け
エ
，
ぺ
て
代
金
溜
獅
租
戯
ハ
（
一
部
、
定
僧
帆
一

二
〇
癩
・
郵
稔
国
侍
）
前
金
に
て
お
逡
り
下
さ
い

｝
、
特
に
離
求
蹴
餌
及
び
領
愚
書
等
を
要
す
る
塊
　
合
は
郵
雰
八
蘭
一

を
お
邊
り
下
さ
い



塑
垂
一
撃
語
瀦
（
鑑
層
一
回
翼
　
行
）
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